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ハンザ貿易都市リューベックの都市機能配置

はじめ に

世界の主要な港湾都市では 遠隔からの渡航者

が来訪するとともに，商業活動を目的に，そこに

複数の民族が居住と交易の特権を得て定住し各

様式の生活地域と貿易機能地域を形成した例が少

なくない。

筆者は，このような港湾都市の事例として，横

浜'・ネ申芦・長dkと、では「外国人届留地Jを中心

とした角度から，上海では旧市と新市の形成過程

と，西欧的な貿易機能地域の分析をおこなった。

多くの移民を導入した港市， リパプーノレでは，

都市構造の変化と現在の衰退現象について論じた。

次に中世北方貿易開発のため ドイツ人が長期に

わたって居住したバルト海域 ノルウェ一海岸に

形成されたハンザ、の貿易業務の地区たついて検討

した。その結果，もっとも多く北方に商人を輩出

し，一時期，ハンザ貿易をリードしたリューベッ

クの都市機能の配置に関心をいだくようになった。

乙の小論は以上のような研究の一環として報告

するものである。

リューベックは，中世北方貿易の重要な拠点、で

あり， 12世紀に秀れた地形条件の下に整然とした

貿易機能都市の都市プランをっくり上げている。

市は，ハンザ同盟の盟主都市として，四大商館

(ノヴゴロド・ヴィスビー・ロンドン・ブノレージ

ュ)を配置し， ヨーロッパ大陸各地の商業都市の

貿易システムの核心的な機能を持ちつづ、けた。

リューベックの都市機能の配置は，中世のキリ

スト教社会を反映し いたるところに教会の立地

が目立つ。この教会が，貿易都市の全体構造の中

で、極めて重要な立地要因を持っていることに注目

しなければならない。

筆者は1989年夏，この地を訪れたが，現在のリ

ューベックの商業はもはや中世の継続ではない。

港湾都市の中枢は リューベックからハンブ、ルク

に移動し， リューベックは歴史的な文化都市とし

て， Iちがった時代のちがった文明の香りをかぐ
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ために，人々がやって来るJ)町となった。

1942年この町は第二次大戦の戦禍により市の中

心部を破壊された。その後，市は工業化・近代化

の道を避け，戦災復興と中世ハンザ都市の復元に

全力を注いだ。その結果1987年，ユネスコによっ

て「国際的文化都市」として認証されるにいたっ

た。乙の小論で、は， 12世紀頃から17世紀頃に到る

まで， ヨーロッパ最大の都市連合体の盟主都市で

あったリューベックの都市形成基盤と，都市の内

部機能の配置を探り 北方ハンザ居留地の内部機

能配置との関係を確かめることを目的とする。

1. ハンザ都市， リューベックの成立と発展基盤

1 )建設都市リューベック

12世紀の半ば頃は， ドイツの移民たちが，現在

のリューベックを含む所謂東方の未開発地の開拓

に，力を注いだ時代であった。その主体は各封建

領主達である場合が多かった。

乙の頃を中心にヨーロッパでは，急激に都市と

よばれ，農村とは区別される商業の拠点が増加し

た。中には少数の自然発生的な都市もあったが，

領主による「建設都市j)が数多く生まれた。それ

らの建設都市は， ドイツの東方や，バ jレ卜海の

沿岸にも広がるようになった D 現在の西ドイ

ツ北東部は，スラヴ民族の居住地域であり，ま

だ集落の連続性がなかったが，西方の都市から

遍歴商人が陸上の道をたどって，領主の館や，

既にキリスト教の聖堂の配置されたと乙ろに拠点、

を見出していた:遠隔地への遍歴商人のひらいた

市場の取引や施設の形態は， ライン川とエノレベ:)11

の間の市場集落と類似していたといわれる。

乙うした遍歴商人の交通路のゆるやかな拡大と，

キリスト教布教とは相互補完の関係を保ちつつ，

開発が進行するとともに遍歴商人の行動の拠点

が，次第に都市的集落にと成長した。また，商人

の行動を媒介として 西ヨーロッパと北方諸都市

との聞の新しい法に基づく交易の成立が，必然的
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に要求されるようになった。その時期は，ヴァイ

キング活動が終憶した12世紀に入ってからであった。

ヨーロッパ東方・北方の未開地にキリスト教が

普及し，交易が促されると， もはや遍歴商人の時

代は過ぎ去り，商人の組織的なグループ，次には

都市の組織による交易の時代が到来した。リュー

ベックも，その時流にのって建設された町のひと

つであった。

リューベック都市の成立は， この北方交易と強

い関連性がある。直接のきっかけは，北方漁場で

必要な塩干処理用の塩をスカンジナビア南部に送

る乙とにより，交易を拡大することからはじまっ

ている。

市の創設は1143年二つの川の聞に形成された

砂州状のまとまりある地域が，ホノレシュタイン公，

アドルフ二世ltよって選定され，商業都市の建設

がはじまった。しかし，初期の町はせっかくの移

民の集中にもかかわらず，大火によって消失した。

その後既に広域に権勢をもったハインリッヒ・デ

ア・レーヴェ(ハインリッヒ獅子公)にこの町の

支配権がゆずられ， 1180年頃には新しいリューベ

ックの町の主要な機能の配置 道路のレイアウト

が完成した。乙の町は， ヨーロッパ東方の建設都

市の典型であった。

1968年， リューベックの古い中心部の考古学的

調査が実施されたが，その結果，現在のマーケッ

ト付近からは小さい壷類が，またその周辺からは

おそらく， 12世紀後半から13世紀のものとおもわ

れる木製の壷やグラス，靴，皮の一部，キリ，パ

ンチ，短万などの種々の道具，ダイス， ビーズ，

櫛など，多数が，廃棄場と思われるところから出

土している。また河下の一部で，スラヴ民族の遺

物と思われるものも発見されている。現在のリュ

ーベックを含む西ドイツ北東部は，ヴェンデ族と

いわれるスラヴ系民族が居住していた不毛に近い

土地であった。現在の核心地に近いところは， リ

ューベックの中でもやや高い丘の部分に当たり，

川に近い排水の良好なと乙ろに初期から人々が居

住したものと推定される。

リューベックを創設したアドノレフ二世が， 乙の

地で集落を成長させるためには，人口が不足して

いたので，移民を求めて商業の育成を願っていた。

その為には既に開発の進んだ西ヨーロッパ， ライ

ンランド，ウエストフアリア周辺へと使者を送り、

「人を集めて建設都市」の第一歩を聞いた。

2 )ハンザの盟主都市

リューベックの都市機能の配置を調べる前提と

して，乙の都市が中世の時代にヨーロッパの 100

にも及ぶ都市との連合によって発展し， しかもそ

の都市連合体の盟主の地位をもった都市であるこ

とを確認する必要がある。リューベックの都市は，

最初から商業の町を目標に建設されたものであり，

その機能の配置も，その趣旨に沿って計画された

ものであった。

12世紀頃から17世紀頃まで発展したハンザ貿易

は，主として北方のバルト海地域，スカンジナビ

ア， ロシア産の生産物である魚類，毛皮，木材，

ワックス，石材，鉱物，蜜，バターなどの日用品

を輸入し， ヨーロッパ各地産の塩，穀物， ビール，

ホップ，繊維類などを輸出する交易であった。リ

ューベックは，市自体に生産力があるわけではな

かったので，仲継貿易の役割を果すようになった。

各地の需要に応じ，大量の商品を，海路，陸路を

経て流通させることは，少数の商人・特定の都市

の力では実現不可能であった。北方はヴァイキン

グ時代の古い慣習がなお残っており，スラヴの住

む東方地域にも，異教に対する著しい抵抗のある

時代の背景があった。冬のきびしいバノレト海の自

然条件の克服や，西ヨーロッパと共通の文化の基

盤を築き上げるための布教への協力などの難題の

中で， リューベックは建設都市群と連繋し，各地

にお乙った都市同盟とならんで， Iドイツ・ハン

ザ (DeuscheHanse)Jという最大のリーグを形成

するにいたった。エディート・エネ)~~このリー
グが， ドイツ人に有利な方向に赴いた理由として，

①ドイツ人の東方進出，②西洋の法をもった都市

リューベックの建設，③造船の分野の技術革新，

の三つを上げているo

ハンザは歴史家達によって，前ハンザの時代，

即ち商人団体が中心となって北方貿易を推進した

商人ハンザ時代と，都市の連合体が交易を推進す

るようになった都市ハンザの時代とに分けられ

ている。前者の時代は12世紀から13世紀末まで

くらいであり，ロシア，バノレ卜海各都市の交易

にイニシアティブをとったのは，現在のデンマー

ク領のバルト海の島，ゴートランドの商人達であ

った。リューベックのハインリッヒ獅子王はその

事情を察知し， 1161年に乙の島の港ヴィスビーを
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仲継地として，交易を成功させるために，ゴート

ランド， リューベック間の相互の通商体制を平和

的に推進させている一

しかし次の段階では， 1298年には，ゴートラン

ドの地位をリューベックに置きかえるような体制

づくりに転じ，諸都市の同意を得て，都市連合に

よる交易組織-即ち都市ハンザ体系を出発させ

た。しかしリューベックは一挙に， 100余の都

市同盟の盟主となったわけではなく，徐々に，ハ

ンザ諸都市の中で主導的な役割をもち，その同盟

都市は西ヨーロッパの主要な交易の町を網羅する

ようになった。

14世紀には少なくともリューベックは富裕な商

人が市参事会を構成し，司教や王の権力を排除し

交易業務に純化した貿易機能都市となった。ハン

ザの都市の代表者たちが乙乙で会議をもち，また

在外商館の出先から集まる情報によって，商業の

機能に活力を増強させる乙との出来る核心地で、あ

った。

しかし各都市のすべてがリューベックの指導力

に賛同するわけではなく，各時代iとより，都市聞

に交易上のトラフ守ルは絶え間がなかった。リュー

ベックは13世紀から15世紀までの間，北部ドイツ

では最大の都市となった。 1300年には 10，000人，

15世紀には 25，000人に達した。)

1259年までにリューベック市民の出身者の約60

%を占めたのは， ライン地方とライン下流のヴェ

ストファーレン，ニーダーザクセンであり，東部

ドイツ出身は，わずかに 3%であったーリューベ

ックの都市民の多くは，西方から集められた人々

であった。リューベックの都市機能配置が，西方

の影響が強い乙とはし、う迄もない。

3 )リューベックの位置，環境の有利性

中世ヨーロッパを， ローマ帝国の威勢の下に組

み入れられた西方と，そうでない東方とに区分す

るならば， 12世紀初めのリューベックは，明らか

に地中海文化の豊かさから程遠い東方に属する町

であった。この未開な地域に町が建設されるに当

たり，偉大な指導者のアドルフやハインリッヒ獅

子公の力によるとはし、え この未開な地に多くの

人口を集め，更に 100以上のヨーロッパの交易都

市との聞に経済的なネットワークを結成すること

ができた要因は何であったのだろうか。先ずその

位置と自然環境の有利性を検討しなければならな

し、。

リューベックはホルシュタイン地峡に位置し，

ライン地域とプロシア地域との中聞にあったー乙

乙は西方からの移民を集め，東方を拓くための適

当な地理的位置にあった。北海に注いでいるトラ

ヴェ川は，河口に突出した Priwallの砂洲によっ

て細い地峡を形成しているが，そ乙をさかのぼる

と河幅が広くなる。更にへレンヴィクとシェルト

ップとの聞の川幅の狭い地点をさかのぼり，河口

から約20切の地点でトラヴェ川がヴァケニッツ川

を併せる地点に達するo 乙の二つの川の合流する

と乙ろに形成された中州そのものがリューベック

の都市の建設の場として選定された。二つの)11は

中州をとりまき，自然の流れは都市防禦に好都合

であった。リューベックは既に述べたように，典

型的な建設都市であり，当初から自治的な都市法

によって自律が与えられていた。新しい開拓地で

あったために，自由都市の成長を寛大なものにす

るような環境があった。しかし，その代償として，

都市の自衛のためには多くの税金を費やさねばな

らなかった。それは14世紀に人ってからも，領主

間，都市間の係争があり，海賊や陸からの盗賊な

どによる絶え間のない危険があったからである。

簡単な柵によって地域を画定して，都市とその外

縁地域を明瞭にする乙とからはじまり，堅固な石

の囲壁が施されるようになった。リューベックが

自然、の河流のほか，更に囲壁をめぐらし，海洋l乙

出る為の港と流路を確保したことは，ハンザの主

要都市として発展する為の極めて有利な条件とな

っているo

次に北方交易で要求された塩は，乙の地から約

120伽南に位置するニーダーザクセンのリューネ

フソレク (Lun伽 rg)弘膨大な岩塩を貯えており，

この塩を運ぶ陸路は，比較的低平で塩の輸送にも

好都合であり，多くの抵抗なしにそれを子に入れ

る乙とが出来た。またリューベックが確保した北

方産の魚類，木材，石材，鉱物，毛皮などの輸送

路は，比較的急速に各地にひろげられた。リュー

ネフソレクの塩は， リューベックの独占的な市場に

組み入れられ，スカンジナヴィア南部のスコーネ

で塩蔵魚の基地を築く乙とが出来た。港と塩との

結合は極めて有利な条件となった。

またハンザの都市として， リューベックと友好

性の強し、ハンブ、ルクへの距離は僅かに70km，この
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地の主要な生産であるビーノレは， ノノレウェーやス

ウェーデンなどの人々の需要度の高い品であった。

少なくとも16世紀初頭まではハンフールクは， リュ

ーベックに従属できたハンザ都市であった。

2. リューベックの都市機能配置

リューベックは，人口 22.5万人 (1985年)，面

積 222.4k7Aの小規模な都市であるo 既に述べたよ

うに，第二次大戦による大爆撃の後，市の工業化，

近代化よりも，中世の歴史的宝庫そのものの建造

物の復旧と保存，考古学的研究と並行して地理的

景観の保全に全力を注いだ都市である。したがっ

て現在の都市の主要機能の立地状況をみる乙とに

よって，中世ハンザ都市リューベックの特殊性を

充分に観察することが出来る。ここでは歴史的な

地図や，その他の資料と筆者の見学の結果を併せ

て，中世ハンザ都市リューベックの機能配置を観

察することにする。

1 )囲壁・門

リューベックは二つの流れが自然の防禦地形を

っくり，しかも外への重要な交通路をなしていたが，

12世紀頃には，更にその川に沿って石の囲壁がつ

くられている O

11世紀に入ると司教座のある町では，たいてい

それまでの木の柵で固まれたものを石造の囲壁に

変化させている。大司教座がおかれたフランスのア

ヴィニヨンの城壁は 12--14世紀に建てられたも

ので城砦のような偉容がある O ドイツではハンブ

ルク，ネルトリンゲン，ニューノレンベルク， ミュ

ンへンと，大小の都市のいずれをとっても中世期

に発達した都市には 頑丈な囲壁があったのが一

般である。囲壁は，防禦の目的が本来的なもので

あるが，更に都市と村落とを明瞭に画定し，その

内部に特権を与えられた市民が共同体を構成し

同じ都市法に従っていることを表現するものでも

あった。

リューベックの囲壁は 13世紀に建てはじめら

れ， 4つの門が設けられるようになった。それは

強力なデンマークの支配から自由となったシンボ

ルともいい得るものであった。21)

囲壁の中に配置された門のうち，西の入口ホノレ

ステントーノレ (TheHolstentor) は，その美観で

知られる。この位置は西から都市中心部に接近す

るよい位置にあり，丘のふもとの部分に当たる O

乙の門は1469年から78年に建造されている二つ

の塔から成り，その聞に中世の家の様式を持つ建

物がある。門の内側アーチに市民のモットーがラ

テン語で示されている。 rCONCORDIA DOMI 
FORIS PAXJとあるが， r内に調和を外に平

和」の意である。

これと対応する北の人口にブルグトール (Bur-

gtor)があるo 川をさかのぼる船がこの町に接近

する際の第 1関門である。そこには， 1230年の町

の防禦塁そのものが現在もよく保存されている。

この建物の右側には， 1571年建立の税関の建物が

保存されている。貨幣の流通や海航のjレールが確

立されていない時代に，仲継貿易の要となった

りューベックの税関は，ハンザ貿易で重要な役割

を果した機能といわなければならない。リューベ

ックの1824年の地図を見ると，川に沿って囲壁と

塁の形態がよく保存されているのを見出す乙とが

出来るが，現在では原型が失われている部分が多

し、。

2 )街路と古いマーケット

リューベックの街路の中で最も基本となってい

るのは，楕円型の市域を南北に貫く二本の通りの

Breite StrasseとKonigstrasse である。乙の二

つの街路は北と南とでそれぞれ合流し北で'Ko・

berg，南で，Klingenbergとよばれる空間を形成し

ている。前者は自国産の生産物のマーケットの場

であり，南のは重要な塩のマーケットであった。

乙の二つのマーケットは，それぞれ市の北半と

南半の中央部にあり，市の初期の商業の中心部と

して重要な拠点とみられる。この二つのマーケッ

トから，北は Burgstrasseを経て主要な門のBur-

gtorへ，南はMuhlenstrasseを経てそれぞれ河に

かけられた橋を渡り，外部に通じている。乙の二

条の中央道をはさみ，これと並行して東側に三条

の主要道，西側にも三条の主要道が走り，それら

はいずれも川岸に位置する門に導かれ，川を渡っ

て外縁部に通じている O

以上の南北の大きい道路を横切る東西方向の街

路は一般的に連結の役割を持ち，道路に沿って民

家が発達している。

塩のマーケットの Klingenbergの西には聖ペト

リ寺院があり，更にこの町の主要な玄関となるホ

ノレステントールの門を経て，河港l乙達しているが，

後に述べる塩の倉庫は 乙の門に接続して立地し
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図 1 リューベックの都市機能配置

lv 

1 Ra七haus 7 Brei七e S七r.

2 Holsten七or 8 Kδnig Str. 

3 港湾施設 9 koberg (古い国産物マーケット )0

4 核心 地 区 圏 10 klingenberc;(古い塩のマーケット )0
，一、

5 商人の住区'--...... 11 Burg七or

6 手工業者の住区く

原図は(1980年)

ている。

3)核心地区の中心機能

現代の都市の核心部の CBDといわれるところ

は，一般的に行政機能，中心的商業機能，公共的

機能など都市全体を支配するような中心機能が集

積する。その中で，広場は公共的機能として極め

て大きい役割を果している。その広場に面して，

市の中心的なマーケットや 行政・司法などの機

能が集積し，従属する地域にサーヴィスを行って

いる。 R.E.デッキンソンは 「都市的中心には
22) 

三つのセットの力が影響を与えている。Jといい

その力は市場原理・交通原理・行政原理であると
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説明している。

中世のリューベックの核心地における乙の三つ

の力は，都市全体のみならず，更にヨーロッパ広

域の諸都市にも大きな支配力を持ち，その影響圏

にサーヴィスの供給を行ってきた。

① 広場と中心マーケット

リューベックの広場は 主要な門のホノレステン

トールをくぐった先の，やや小高い地形に位置し

ている。広場に面して市の経済の要であるマーケ

ットがあり，市政とハンザ貿易の支配力の焦点、と

なるラートハウス (Rathaus)，商人教会のマリア

教会とが立地している。

乙の広場の位置は，市域全体からすれば，市の

南北軸の中心部に，東西軸の中心部よりやや西に

偏している。広場はトラヴェ)11の流路の内側に設

けられた港と，その港湾にそった塩などの倉庫群

へのアクセスのよい位置にある。マーケット広場

と港湾施設，倉庫との関連性は全く偶然なもので

はない。

1824年の地図を見ると，乙の港湾と広場及び倉

庫の多い河岸地域を護る囲壁は，港のある西側で

特に堅固につくられていることが解る。

② ラートハウス (Rathaus)23)

ゲノレマン社会では，市の行政府をラートハウス

とよんでいる。ドイツの歴史的都市を訪れる人は，

各市毎のラートハウスが極めて個性的であり，そ

の建造物が町の象徴となっている乙とに気付くで

あろう。建築の素材や様式は，市民の力の結晶で

あり，機能が充分であるだけでなく，文化的価値

が高いものが多い。リューベックでも乙の一般的

なパターンと異なるところはない。

ラートハウスは， リューベックの心臓部，広場

に面して立地している O 北につづくマリア教会及

び教会の庭，南はマーケットが配置されて，乙の

三つが相互に補完し合って全市の活動の原動力と

なってきた。

ラートハウスの最も古い部分は， 1230年頃のも

の，市が帝国都市となって直後の建物で，様式は

初期ゴシック風である。南の壁はマーケットに面

して，美しいアーケードを伴っており，大きい風

穴や装飾の施された背後の壁面には美しい塔があ

り，そこには最も古い建造物がある。注目すべき

ことは，その素材に一部分，ゴートランドの石材

が用いられることである O 既に述べたようにゴー

トランドは， リューベックからの渡航商人が前ハ

ンザ時代に渡航し，更にロシアへの交易の道を開

いていた島である。そのゴートランドの石材は，

ハンザ交易品として重要なものであり，この市の

市庁舎の一部にも導入されたことが確かめられる。

アーケードの下には，ラートハウスのワインセ

ラーの人口が設けられている。どのラー卜ハウス

にも，たいていワインセラーが地下に設けられて

いるが，そこは市民の談合の場であった。(現在

はノマブリックなレストランになっている。)

ハンザ員の居留したベルゲンの中心部のワイン

セラーも，ハンザ員とノノレウェ一人の常設的な談

合の場に用いられていた。その他， I会見の場」

「ハンザ・ホール」なども設けられた。後者は19

世紀にはその機能が失われている O

13世紀後半からは世紀のものと考えられている

IDanzelhaus.Jは，宴会用に用いられた部通であ

る。新しい建物への入口につくられたダッチルネッ

サンス風の装飾的階段は， 16世紀末のもので今日ま

でよく保存されている。

ラー卜ハウスで行政を施行したのはラート(Rat)

といわれる複数の参事会員であった。この制度は

リューベックでは， 12世紀の終りから13世紀初め

頃に確立されたといわれている。)その員数は時期

により異なるが， 20.......30人程度であった。この制

度はヨーロッパの南の方ではじまり，アルプスの

北へと影響を与えたといわれ， ラート員の資格は

都市によって異なっていたようである O

リューベックの場合は，市l乙住む自由民で商人

l乙限られ，更に門閥である乙とが強調された。ハ

ンザの出先機関のハンザ員で責任者の地位をもっ

者の中にも，この資格を得たものもあった。リューベ

ックの市参事会には，二つの業務の構造があった。

ひとつは市の内政に関する機構であり，他のひと

つはハンザ貿易に関する業務機構であった。盟主

都市であるリューベックの参事会は，外に対して，

リューベックを代表する権威をもっていた。しか

しハンザに関する業務内容は，現在の国家群の形

成する手同体の本部のような組織はなかったよう

である O

参事会は， ドイツ商人団体の渡航したゴートラ

ンド島ヴスビーでも， 13世紀にヴスビ一人と共に

この自治行政組織をもち，また，鯨の産地スコー

ヴ
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1 Dom 6 Mark七 10 Jakobi-Kirche 
2 Aegidien-Kirche 7 Rathaus 11 Heiligen-Geist-
守、J Salzspeicher 8 Marien-Kirche Hospi七al
4 Holstentor 9 KatharI-nen- 12 Burgtor 
5 pe七ri-Kirche Kirche 

ネでも同じパターンのものが生まれた。ベノレゲ、ン

でも同様であった。リューベックを経て，自治行

政組織がそれぞれの掠域の経済活動時て，統一

性と集心性を高めた。

③ 核心地区の教会

広場にあるラートハウスの北に接して，マリア

教会が立地している。ラートハウスと教会，マー

ケットとの近接と機能の一体性は，ハンザ都市

リューベックの特殊な都市機能と時代的背景を

反映したものである。

最初の教会は1200年頃，ロマネスク，パジリカ

の木造の礼拝堂であった。 13世紀の半ばの大火の

後，新ゴシック様式に建て替えられ，その後時代

毎に建物の内部，装飾に変化がお乙り， 14世紀に

は現在の体裁を整えた。

乙の教会は，当初は司教の権威の下にあった。

しかし， リューベックは他の建設都市と同様に領

主や司教座の支配に屈せず，自らの自治独立を護

り，市民の自由が確立された都市である。ハンザ

の貿易が進展するとともに マリア教会は有力な

ハンザ商人の礼拝所として，独立した教会の地位

を確立するようになった。商人たちは乙の建物を

献呈し，更にその建物は宗教的儀礼にとどまらず，

商人の書類の保管所であり，市政さえも乙乙でお

乙なうようになった。

「教会を通じてでなければ救いはあり得ないj

とするカトリックの信条は当然のことながら，乙

の時代の背景として王や領主の都市における権威

は小さく，教会が都市及び商人の最も重要な拠り

どころであった 27)即ち，教会の建物は市庁舎と

同様の機能をもっ「商人教会」そのものであった。

この現象は，他のハンザ都市のいくつかの事例

を見ることによって，一層明らかになるで、あろうo

最北のハンザ都市のロシアのノヴゴロドでは，ハ

ンザ商人たちの活躍の中心は聖ピーター寺院であ

った。この寺院には，交易に必要な書類とか，商
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人の必要とする計量器などの外，財貨まで保管さ

れていた。寒冷の地に赴く商人の保護は教会がお

乙ない，更に商人の使う馬の牧草地なども，乙の

寺院の属領地に確保されていた。

13世紀に， ノヴコーロドと最も直接的な交易関係

のあったゴートランドのヴィスビーには， リュー

ベックと同名のマリア教会がある。この寺院は，

島最大の規模で，当時の聖職者はドイツ人であり，

ドイツ人の渡航者のうち，長期滞在をする商人に

よって献呈された。ノヴゴロドと同様に，商業上

の書類や財宝の保護をマリア教会がおこなってい

た。

在ノ jレウェーのドイツ人ハンザ員の教会，マリ

ア教会も同様であり， ドイツ人聖職者がドイツ語

による説教をおこない，ハンザ駐在員のペアリッ

シュ教会としての性格を貫いた。

いずれも， リューベックの商人教会のマリア教

会のパターンをそのまま継承しているものであっ

た。市の行政とハンザ交易の経済の中枢機能が一

体となっている商人教会の存在は，中世の東及び

北ヨーロッパの特殊性であり，その原型となった

リューベック，マリア教会の空間的中心性は極め

て重要である。

4 )港

建築物はよく保存されているのに対し港湾施

設は現在の工業の発達と共にその機能を変化させ

ている為，中世の港湾の施設を検討するのは困難

である。当時は河岸に多くの波止場が設けられて

いた乙とが想像される。そこには樽入りの魚類を

引き上げるクレーンのような施設，入港する船へ

のシグナルなどが設けられていたと考えられる。

1824年の地図では，市の西側のトラヴェ川岸に

港湾機能が集積していたと見られる。塩の倉(Sa-

lzspeicher)は，市の西の川に向けて立地するホル

ステントールに接して立地している。この倉は，

リューネフソレクの塩をここに貯蔵し，スカンジナ

ビア諸国に輸送したものである。現在残っている

ものは17世紀の遺構である。

ハンザ、貿易の初期には，船の規模は小さく，大

型の貨物輸送に困難が伴なった。船l隔が広く，多

量の荷重が可能で， しかも比較的スピードの早い

cJLよばれるマストが l本で，帆の面積の大き

い船が用いられるようになり，北海，バノレト海，

イギリスからスカンジナビアまで広く用いられる

ようになった。乙の船の建造は，ハンザリーグの

港で約 1，300腰も建造されたものであった。港l乙

は乙の船が出入りしていた乙とは確実である。

5 )教会の立地と秩序

リューベックの教会の多くは，ほぼ13世紀頃に

建てられているもの，あるいは，その教会に関す

る文書が13世紀頃にさかのぼることが出来るもの

が多い。 13世紀はリューベックが，ハンザ貿易で

指導力を発揮する以前の時代に当るが，既lζ乙乙

からバルト海やロシアなど北方l乙，商人の団体を

送っていた時代である。北方の交易の開発のほか

に， リューベックの商人は東方のスラヴ民族の町

々や，ヴァイキングの習慣の残る地域に対するキ

リスト教の布教にも，力を入れていた。従って，

13世紀以前にリューベックには，キリスト教会が

設立されていた乙とは確かであろう o

教会は，市民の精神的な拠りど乙ろであると同

時に市民の自治や自由の保護者であり，文化の推

進の主体でもあった。リューベックには司教座の

置かれたドーム (Dom)，市の核心部に位置する聖

マリア教会 (Marien・Kirche)，その南に位置する

小規模ながら美しい聖ペトリ教会 (Petri-Kirche) 

中心の街路の北寄りに立地する聖カタリーン教会

( Katharinen・Kirche)，聖ヤコピー教会 (jakobi-

Kirche)，中心部より東の民家の聞に立地するイー

ギディエン教会 (Aegictien・Kirche)などの教会が

立地している。

これらの教会は偶発的に，適度の間隔をとって

任意に立地しているように見えるが，それぞれの

教会の特質，立地の際の役割などを見ると，教会

の立地分布には，この都市の機能に応じた，ある

空間的秩序があることが解る。

① ドーム(カテドラル)は大聖堂といい，キ

リスト教の宣教の地域的中枢であった。中世初期

から王権と結合したキリスト教圏の拡大がすすみ，

各地に司教座が置かれるようになった。ドームの

座の全体的な配置については，都市との結び付き

がよく考慮されていたし，そこに定住する司教が

都市の発展に寄与したことは，領主や王の力より

も大きいといわれている。リューベックのドーム

の建設は， 1173年にはじまっている O リューベッ

クの都市建設は，之より 14年以前であるから，早

い時期に， ドームが市の教会の重心的な役割をも

ったといえよう O ドームが市の南に位置したのは，
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交易機能からも距離があり 船の入る最初の関門

のフ、、ルクトウールからも最も遠い位置にある乙と

が，防禦の上からも結果的に秀れた位置であった。

中世の司教座の置かれた都市の多くで， ドーム

が最も大きい権力をもつのが一般で、あったが， リ

ューベックの場合は，市の核心地に威容を誇るマ

リア教会の権威が最大であった。商人教会のマリ

ア教会のような例は，バルト海域のハンザ諸都市

に見られた現象で、ある。

② マリア教会は，その意味に於いて，商人の

擁立にかかる典型的な教会で リューベックのみ

ならずドイツ人の渡航したハンザ諸都市・各地域

の在留ドイツ人教会との連繋が強く，そこでの聖

職者達もまた， ドイツ人の中から商人によって選

ばれていた。マリア教会は，ラートハウスと接し，

市政やハンザの業務とも強い関連性のある教会で

あった。

⑨ 聖ペトリ教会は，既に1170年，木造の礼拝

堂をもっており，地域の人々により 1240年にはロ

マネスク様式の斬新な建築に変わった。この教会

の中には二階に集会所があり，地域の人々によっ

て集会が持たれた。乙の建築の様式が，北ドイツ

の町の教会にも影響を与えたのは， リューベック

の文化の勢力圏を反映している。

④ 聖カタリーン教会は，この町唯一の修道院

教会である。フランシスコ教会に属し聖職者が

他からも乙乙に定住し，中世の時代を通じて宗教

の布教とともに，教育や文化の拠点となった。

⑤ 聖ヤコピー教会が，最初の記録にあらわれ

たのは， 1227年であった。船主やハンザ船員の交

易の実務に当る人々によって献呈され，礼拝した

教会である。港湾都市には乙のような教会が置か

れている例は多い。海難の多かった時代のハンザ

の船主にとって重要な教会であった。

⑥ イーギディエン教会は，都市の生産を担う

クラフツマンたちの居住区に立地する教会である。

中世に於いては，同職仲間の組織のギ、ノレドや，ツ

ンフトがあり， リューベックの手工業者達は，市

の南北道から東部に集中屈住していた。

この現象は， リューベック商人が渡航し，北方

産の物資の交易のため長期滞在を行い，そこにド

イツ人の居住区を形成したノノレウェーのベルゲン

にも明瞭に見られる。そこではハンザ商人の教会

のマリア教会は，貿易機能地域の背後にあり，手

工業者達はそれとは別に湾の奥の背後にあるハル

ヴアルス教会を礼拝の場としていた。

以上のような教会の設計や装飾などに，ウエス

トフアリアの技術者，フランスからの芸術家も参

加し，用材はリューベックの特産の煉瓦を主体と

して，一部ゴートランドの石材などもこ乙に運ば

れた。

6 )その他の施設

① 慈善病院

市の参事会の活動の中で， 1286年に聞かれた

Heiligen Geist Hospitalの設立は，際立った社会

事業としてあげられる。教会をもっこの病院は，

貧困な人々に提供された社会施設である。現在も

教会本堂は，年老いた人々の為の住施設として用

いられている。

西ドイツ，アウグスブノレクの金融業で，一大富

豪となったフッ力、‘一家一門がつくった「フッゲラ

イJ)という貧しい人々の為の住居施設は16世紀の

はじめに聞かれ，今日に至っている。リューベッ

クの乙の病院施設は， 13世紀にさかのぼり，現存

している点で特筆されるべきものであろう。

② 船員会館

その他の機能として，ハンザの交易に重要な役

割を果した船員達の為の慈善施設として16世紀に

建てられた船員会館の Hausder Kaufmannschaft 

があるO

乙の集会所は船主の集会にあてられたもので，

中世のハンザ員の居留地にも，“ Schuting" と呼

ばれた同じ機能の建物があった。ベノレゲンでは，そ

の位置はドイツ人の商人の地区の中心部に位置し

ていた。船主がこ乙で自主的な談合を持ち，その

施設が極めて充実していたことは，ハンザの商人

の活動の秩序の連体性の一端を示すものである。

7 )二つの居住区

居住区は単純ではあるが，配置に秩序が存在し

ていた。

中心部を走る南北の二つの主要道から西側には，

比較的商人のエリートが集中していた。それは中

心広場やラートハウスのような中心機能が港や倉

庫に足掛かりのよいところに選定され立地したも

のである。商人の家は，初期には入り口の幅 8m，

奥行き30mのプロットに道路に沿って割り当てら

れていた。

中世からの美しい切妻をもっ商人の家並みは，
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マリア教会に通じる東西の主要道の Mengstrasse

とGrossePetersgrubeの西側，マリア教会の東

に当たる Konigstrasseの通りなど、が中心で、ある。

中部の南北主要道より東の街路の内部には，子

工業者や商人の家もあった。そ乙には街路の名に

Fleischhawerstrasse (肉屋の通り)， Glocken-

giesserstrasse 鋳物師の通り)， Spinneradma-

chergang (糸紡ぎ用車の製造工の小路)， Garbe-

reitergang 皮なめし人の小路)， Bakkergang 

(パン製造人の通り)などを見出す事が出来る。

之等の地区の中心に子工業者の地区教会がある。

15--16世紀には，人口が増加し，家並みの背後

の帝国し 1通りにも民家を増やさねばならなくなった。

先ず第 1には，商人や労働者達の為の貸家，次い

で寡婦達の為の救済の家が優先した。通りの交又

するところには内庭が設計され，そこは近隣の人

々の憩いの場となり，木陰がつくられていた。

商人と手工業者との居住分化がお乙っていたの

は，ハンザ都市に共通であり，殊に沿岸諸都市で

商人的要素が優越していた。リューベックでは商

人の門闘が総て優位であったが，その影響は，ベ

ルゲンの商館地域の機能配置にも，また商人達の

居住空間の利用にさえ，色濃く反映していた。

むす び

リューベックの中世の都市機能配置を考察した

結果は，次のように要約される O

リューベックは，中世ヨーロッパ東方の未開地

に，領主の主導により創設された「建設都市」で

ある。初期には，他の地域からの移民を導入し，

建設を推進した。自由市民による自治行政組織は，

市の中心核で、成立した。

都市発生の後，中世のドイツでも一般的であっ

た囲壁がつくられ，都市域と，その外縁の農村地

域は明確に画定され，囲壁の内部は，自由市民に

よる商業と，居住の空間となった。 19世紀の地図

を観察してみると，囲壁の外への市街地化進行は

停滞している。乙の現象から，ハンザ貿易衰退後

は，都市の活力が低下していることを示すものと

考えられる。

機能の配置は，すべて貿易業務に適応するよう

に整備された。初期の街路の配置は，二つのマー

ケット広場，中心の主要なマーケット広場を重視

し，北の関門に税関，西側の河岸の港湾施設が，

地形を見事に利用して配置されている。市は防禦

都市の形態を備えている。

都市機能の中心核は，中心広場を中心として，

ラートハウス・商人教会・中心マーケットの三機

能を結合させている。商業都市の自治は門閥の商

人の子に委ねられ，中世に出現した商人教会は，

行政と結合するとともに，ハンザ商人の精神的な

よりどころでもあった。

市域l乙分布する多くの教会の立地分布の様相と

各教会の役割を見ると，一定の秩序が見出される。

司教座教会のドーム，商人教会のマリア教会は，

距離をおいて配置され，ハンザ商人の礼拝所の商

人教会が中心核にある。この点で司教都市一般と

リューベックとは，著しく異なったパターンをな

している。その他の教会は，修道院・慈善，救済

を主眼とする病院をもっ教会・船主教会・手工業

者達の地域教会などが，それぞれの立地地域の中

心となっている。教会は市民や交易活動の保護者

であり，大学のなかったこの町では，文化と社会

救済活動の役割をもっていた。

港は西側の河岸に中心があり，塩やその他の倉

庫は河岸に集中立地しているO 港の機能地区の門

は，西側のホルステントールが市の経済活動の象

徴となっている。

住宅地域は大きく二分される。中心より西部に

市の中心核があり，それをとりまいて商人の邸が

分布した。それに対して，手工業者の住宅は中心

より東に分布した。手工業者の礼拝した教会の周

辺は，彼等の居住地区でもある。街路に，手工業者

の居住したことを示すような名が残されている。

リューベックは，ハンザ諸都市との交易を通じ，

北方のドイツ人居留地の構造にも強い影響を与え

ている。ベノレゲンにおけるハンザ員の貿易機能地

域は， リューベックの都市の機能配置の秩序を踏

習している。また， リューベックからの渡航者の

多かったゴートランドのヴィスビーの都市構造に

もリューベックの影響が顕在している。いづれも，

貿易業務機能と行政機能・商人教会の三つが中心

部で一体となり，求心性をもった。
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